第四章　文法の練習問題　解答
第一節　文法の概念　ここでは文法論の対象になるものを紹介している総論的なもの。
キーワード（文法の種類　主な文法学説　文法の種類　文章論・構文論・品詞論）
（1） 文法の概念について

・言語を構成する三つの要素は音声、文法、語彙である。（2001）

・文法は言語の骨格である。（2004）

・従来の文法では文を文法の最大単位としていたが、外国語教育の分野などでは文章や談話を文法の最大単位としている。
・言語表現に当たって準拠すべき規範的な法則としての文法を規範文法、あるいは学校文法などと呼んでいる。
（2） 主要な日本文法学説

・文法の現在日本語中では、山田孝雄、橋本進吉、時枝誠記の三人の文法学説が主要なものとなっている。（2001　2002）

・山田文法論では単語は、体言、用言、副詞、助詞の四種に分類され、助動詞が副話尾として、語以下の存在とされ、感動詞・接続詞という品詞を立てず、それらを副詞の一部としてとらえている。（2004）

・山田文法が言語の表す内容を重視するのに対して、橋本文法は言語の形式を重視する点に特徴がある。
・橋本文法は文法単位として「文節」を設定する。（2003）

・文節とは「文を実際の言語としてできるだけ多く区切った最も短い一区切り」である。
・橋本文法論では単語は単独で文節を構成できる詞と、構成できない辞の二種に分けられる。
・橋本文法論では文節を切れる文節、続く文節に分けている。
・言語過程説は誰が提出した文法理論であるか、その内容を簡単に説明してください。（2004）（時枝誠記）
・言語過程説とは、言語を人間の表現行為、理解行為そのものであるとし、一切の言語事実を言語主体の意識や活動などによって説明しようとするものである。

・言語過程説では詞とは概念過程を含む形式で客観的事態の表現を果たすもので、辞とは概念過程を含まない形式で主観的判断の表現を果たすものである。
・時枝文法論では、文法の最大単位として文章を立てている。

・時枝文法論では、分の成分として、「詞＋辞」のような形をした句を立て、文の分析はその入れ子型方式によって行われる。
・橋本文法によれば文節はどんなものか。(2001　2002)
・橋本文法によれば「彼は昨日京都へ行った。」はいくつの文節に分けられるか。（2002）
（詞は一つ、詞＋辞も一つ　　彼は　昨日　京都へ　行った　４つの文節に分けられる）
（3） 文法の部門

・従来の文法論では一般に品詞論と構文論の二大部門を立てていた。
・単語について形態・意味・機能の三つの観点から文法上の性質を研究し、共通性を有するグループ（品詞）に分けて、その相互の関係を体系的に位置付ける分野を品詞論という。
・文構成要素の句や文節や語が文という単位体を構成する法則体系の理論を構文論という。（2001）

（4） 文法の単位

・語論で組み立てられる最大の単位は語、文論で組み立てられる最大の単位は文、文章論で組み立てられる最大の単位は文章である。（2004）
・文章は表現形式によって談話と文章に分けられる。
・文はその内部構造と表現意図との両面から分類されるが、内部構造からは述語文と独立語文に分けられることもあり、表現意図によっては平叙文、疑問文、命令文、感嘆文に分けられる。（2001）

・従来の文の分類は表現意図による分類では普通どんな種類が立てられるか。（2004）

第二節　文章論と談話　文法の最大単位である文章と談話について。

キーワード（段落の種類　談話の構造）
・文章を文法論の対象とするとき、①文章の統括、成立の条件について　②文章を構成する各段落の連接関係、その内部の文間の連接関係について　研究の領域が考えられる。
・文の連接の外部形式として、市川孝は６項目をあげている。

・文と文との意味関係にかかわる文法的語形式として、宮地裕は助詞･助動詞、指示詞、接続詞、応答詞の四種を挙げている。

・段落の種類は、文章の展開によって分ける場合は、導入段落、展開段落、終結段落に分けられ、文章の主題の展開上の役割によって分ける場合は、基幹段落、従段落、挿入段落に分けられる。
・談話では、首尾の一貫性を保つために①内容的な相互の関連性　②配列の順序に注意が必要である。
第三節
構文論　文を構成する成分について。

キーワード（詞と辞　切れる文節　切れ続く文節　続く文節　連文節　文の分析　文の種類）
（一）文の構造とその成分

・日本文法では、文の構造を知る方法として一般に構造分析法をとる。

・文節とは「文を実際の言語としてできるだけ多く区切った最も短い一区切り」である。

・文節の成分は、文節の主成分となる自立語（詞）と、常にその後にくる付属語（辞）に分けられる。
・風間力三は、文節をその前後関係から①切れる文節、②切れ続く文節、③続く文節に分けている。
（二）述語・独立語

・主として何かについて判断し、述べると共に、それより上の部分を統括する働きをするものを述語という。
・文末の述語は①用言の終止形、②用言の命令形、③体言や用言に付属語のついた文節から成る。
・独立語は後続部分から一旦切れて、一応完結し、他の文節との関係が密接でなく、文中では独立して働くと考えられる文節のことである。

（三）中止法・接続法

・用言の連用形で文をいったん打ち切り、更に文を展開させていく用法を中止法といい、この形の文節を中止文節という。この文節は「切れ続く文節」とも言われている。

・用言活用形に辞がついたものの用法を接続法といい、普通「テ形」と呼ばれている。
（四）修飾語

・修飾語と被修飾語の関係を「係り受けの関係」ともいい、修飾語を「係り」、被修飾語を「受け」ということがある。

・連体修飾語には①連体詞からなるもの　②用言の連体形、または用言に助動詞の付いたもの　③体言や体言相当のものに助詞「の」がついたもの　などがある。

・連体詞は一つの文節を構成しているが、文中では単独で文の成分を構成することができず、体言について初めて一つの体言の働きをするものである。
・連用修飾語には①副詞からなるもの　②形容詞・形容動詞からなるもの　③体言に「の」以外の格助詞や係助詞がついたもの　などがある。

・「質問に対して答える」の「～に対して」は複合格助詞と考えられるので、この棒線部は連用修飾語である。
（五）接続語

・接続語は①接続詞や接続助詞　②用言・述語の連用中止形によって統括される部分のうち、並立語を除いたものを言う。

・接続語を後続部との関係によって分類すると、４種に分類され、そのうち条件関係を表すものは４種に分けられる。

（六）並立語

・文中の二つ以上の文節が並立関係で連なっている場合の先行成分を並立語という。

・並立関係に立っている二つの成分が直接述語に係るような関係を並置と呼んでいる。
（七）主語

・主語の定義は①論理的定義　②意味的定義　③形態的定義に分けることができる。

・「が」以外の助詞が主語をあらわす場合もあり、それらの助詞を「が」と置き換えてみても、文の主･述関係は変わらない。

・「水が飲みたい」の棒線部のようなものは、上接する「水」が下の用言で表される感情の主体ではなく対象であることを示す。時枝誠記は対象となる語を対象語と名づけて主語と区別した。
（八）構文上注意すべき事項

・体言が後続する体言や用言に対しては、どんな資格をとるか、どんな関係に立つかを問題にした場合、その資格、関係を格という。
・格助詞は主として体言について、それが同じ文中の他の語に対してどんな関係にたつかを示す助詞である。
・格には、所有格（の格）、主格（が格）、対格（を格）、位格（に格）などがある。

・主題は、文において「～は」の形で示されるもので、次にそれの説明をするものである。
・連文節とは、いくつかの連続した文節が、互いに直接の関係を持ち、一まとまりになって、一つの文節のような働きをするものをいう。

（九）文の構造

・南不二男によると、述語動詞を中心にした場合、その前の部分では「～を」「～に」などの格助詞をつけた成分、「ゆっくり」「あっさり」などの状態副詞が述語に最も近く位置している。一方、後ろの部分では「せる」「させる」などの使役助動詞、「れる」「られる」などの受身助動詞が述語に最も近く位置している。

・文の分析法として直接構成要素分析（ＩＣ分析）がよく使われている。
・最小に分割された構成要素は最終構成要素といわれる。

・日本独特の文の分析法として有名なのは、時枝誠記の入れ子型方式である。

・文を構造によって分類すると、単文、重文、複文の三種類が立てられ、表現意図による分類では平叙文、疑問文、命令文、感嘆文の四種類が立てられる。

・単文とは主・述関係が一回だけ成り立っているものである。
・重文とは主・述関係が成り立っている二つ以上の部分が対等に並列しているものである。
・複文とは主・述関係が成り立っている文の一部に更に主・述関係が認められるものである。
過去問から
文は構造においては、述語の品詞の種類によって、どんな種類があるか。(2001)（⇒名詞文、形容詞文、動詞文）
文節について説明しなさい。（2004）略
格について説明しなさい。（2004）略
次の文の下線部が連用修飾語だと思われるものを選び、（　）に○をつけ、外れたものに×をつけなさい。（2001）
（①副詞、②形容詞・形容動詞、③体言＋「の」以外の格助詞・係助詞　という基準で分類してみましょう）
1、 ゆっくり歩きながら話し合いましょう。　○
2、 李さんは毎日日本語を朗読します。　○
3、 ゆうべ、友達と一緒に映画を見に行った。○
4、 鳥は山のほうへ飛んでいった。「へ」まで含めれば○
5、 店員はお客に対して、丁寧な言葉遣いをすることが大切です。○
6、 そんな簡単な問題もできないのか。×
7、 バスが遅れて、４０分も待たされた。×
8、 山田さんは近く会社を辞めて留学するということだ。×
9、 彼は年のわりに若く見える。×
10、 喉が渇いたから、お茶でも飲みましょうか。○
次の①～⑤までの文の傍線部が修飾成分だと思われるものに○をつけ、そうではないものに×をつけてください。（2003）（連体修飾語と連用修飾語の両方です。）
1． 時間はいくらでもあると私は思う。×（主題）
2． 「北大」は行ってみたら分かるが、素晴らしい大学ですよ。×（接続語）
3． ぼくはタバコをやめた。「を」まで含めれば○
4． 息子を立派に育つのは私の最大の夢である。○
5． 温泉に入って、ゆったりした気分になった。○
6． よそ見をしないで早く歩け。×（述語）
7． めずらしく彼女が来てくれた。○
8． 雨が降っているのに、傘も差さないで歩いている。×（接続語）
9． 手紙なり、電話なりで連絡いたします。×
10． お茶でも飲んで一休みしましょう。○
次の文のＡＢＣＤＥＦのどれに該当するか、該当の番号を書きなさい。（2001）

Ａ主語　Ｂ連体修飾語　Ｃ対象語　Ｄ並列語　Ｅ主題　Ｆ連用修飾語　（棒線が体言で止まっているものは連体修飾関係と判断？）
1． このパンは母が焼きました。Ｅ
2． 息子からの手紙をもらった。（「手紙」を除けば）Ｂ
3． 本を読んだり、テレビを見たりした。　Ｄ
4． 雲は白く、水は青かった。（並列語は先行成分、「青かった」を除けば）Ａ
5． ここからは海が見えません。Ｅ
6． あらゆる手を尽くして、困難を克服した。（「手」を除けば）Ｂ
7． あたりまえのことをしました。（「こと」を除けば）Ｂ
8． それについては、部長から申し上げます。Ａ
9． 水が飲みたい。Ｃ（感情の対象）
10． 川が流れる。Ａ
11． 彼だけ来ていません。Ａ
12． 誕生日に何がほしいですか。Ｃ（ほしいもの）
13． ちょっと見せてください。Ｆ
次の1～10の文の棒線部は、次のどの成分に該当するか。該当の記号を（　）に記入しなさい。（2002）

Ａ述語　Ｂ独立語　Ｃ連用修飾語　Ｄ接続語　Ｅ主語　Ｆ並列語

1． もう桜の花が咲き始めたでしょう。　Ａ
2． 雨が降ったので、道がぬれている。　Ｄ
3． よそ見をしないで早く歩け。　Ａ
4． 鳥は山のほうへ飛んでいった。　Ｃ
5． 彼だけラーメンを食べない。　Ｅ
6． みなさん、おはようございます。Ｂ
7． はがきが着いたのは昨日の5時ごろです。主題だがＥ
8． ゆっくり歩きながら、話し合いましょう。　Ｃ
9． それだから、私は嫌だといったのです。　Ｄ
10． 冬は寒い。しかし、夏は暑い。　Ｄ
11． 本を読んだり、テレビを見たりしている。　Ｆ
12． ちょっと見せてください。Ｃ
第四節　品詞論　単語を文法上の性質に基づいて分類したものについて。各学説が入り混じっている。
キーワード（自立語と付属語　テンス・ムード・ボイス・アスペクト　補助形容詞　副用語　補助動詞）

（一）品詞分類
・単語を文法上の性質に基づいて分類することを品詞分類と呼ぶ。
・日本語の単語は大きく、自立語（詞）と付属語（辞）に分けられる。その中の体言は活用のないもので、名詞、代名詞、数詞に分けられる。用言は活用のあるもので、動詞、形容詞、形容動詞に分けられる。（2003）
（二）名詞
・名詞は語尾変化をせず、付属語をつけて主語、述語、連体修飾語、連用修飾語、独立語などの文の成分となる語である。
・名詞は意味によって普通名詞、固有名詞、数詞、代名詞、形式名詞の五つに分類することがある。（橋本文法では三つ！）
・形式名詞は連体修飾語を受けて初めて意味がはっきりし、独立しては用いられない名詞である。
（三）動詞
・動詞の活用形式は母音変化によるもの（五段活用）、語尾変化によるもの（一段活用）、その混合によるもの（カ行変格活用、サ行変格活用）の三種に分けられる。（2001）

・日本語の動詞の語形変化には、とき（テンス）、きもち（ムード）、たちば（ボイス）、すがた（アスペクト）などを表すものとしてとらえる立場もある。
・テンスとは、時の流れのある一点を基準として、その基準との時間の前後関係によって動詞の形態が一定の規則で変化することである。（現在・過去・未来など）
・終止形で現在、未来、繰り返し・習慣を表すものは、「ある」「いる」のような状態動詞だけである。

・動詞に助動詞「た」をつけると①過去　②完了　③現在や未来の存在を発見、思い出す　④決意や命令　を表す。
・ムードとは、事柄・叙述内容、または話し相手に対する話し手の態度を表現する一定の文法形式のことである。
・ムードには話し手の気持ちによって、断定形、推量形、勧誘形、命令形などがある。
・ヴォイスとは、動詞の表す動作・作用に対して、主語がどのような関係に立つかを表し分ける語形変化のことである。（能動態、受動態、使役態、使役受動態、可能態などがふくまれる。）
・アスペクトとは、動詞の表す動作・作用が一定の時点においてどの過程の部分にあるかを表す動詞の形態論的なカテゴリーのことである。
・アスペクトを分類すると、「する」（単純相）、「している」（持続相）、「してある」（結果相）、「してしまう」（終結相）に分けられる。
・金田一春彦によると、日本語の動詞は①「ている」がつかない状態動詞　②「ている」をつけるとその動作が進行中を表す継続動詞　③「ている」をつけると動作・作用が終わってその結果が残ることを表す瞬間動詞　④いつも「している」の形で状態を表す第四種の動詞に分けられるという。
（四）形容詞
・形容詞は単独で述語になりうるほか、名詞の前では連体修飾語、動詞の前では連用修飾語になる。
・「彼は学生でない」の「ない」のような、前の語に付属的な意味を添えるだけのもので、独立して主語にならないものは補助形容詞と呼ぶことがある。
・「飲まない」「来ない」など動詞と密着・融合しているような語は一般に助動詞とみなしている。
・形容詞は客観性形容詞と主観性形容詞に分類される。（2001）
（五）形容動詞
・形容動詞は単独で述語になるほか、名詞の前では連体修飾語、動詞の前では連用修飾語になる。
（六）連体詞
・連体詞は活用せず、単独で連体修飾語になるほかの用法がない。
・連体詞、副詞、接続詞、感動詞などを一括して副用語と呼ぶことが有る。
（七）副詞
・副詞は語形変化を持たず、単独で用言またはそれ相応の語句を修飾することができる語のことである。
・副詞は、状態副詞、程度副詞、陳述副詞の三種類に分類される。
・時や数量を表す名詞は単独で連用修飾語となるが、副詞として扱わず、名詞の副詞的用法として扱う。
（八）接続詞
・接続詞は、意味上は前後の表現内容の関係を示し、機能上は先行表現を受けて、後続表現を展開させる働きをもつ語である。
・接続詞は意味的には、並列、累加、選択、順接、逆接、説明、補足、転換の八つに分けられる。
（九）感動詞
・感動詞は感嘆詞、間投詞とも呼ばれ、自立語で活用がなく、独立語として文の初めや文中の中間に置かれる。
（十）助動詞
・助動詞は常に他の語に付属して、意義を補ったり、表現者の判断を表す語で、活用がある。
・助動詞の分類には①意味によるもの　②接続によるもの　③活用形式によるもの　④構文上の意味・機能によるもの　などがある。
（十一）補助動詞
・補助動詞とは、他の動詞の後について、一つの新しい語を作る補助的な動詞のことである。
・従来の日本文法では独立した一つの品詞として補助動詞を立てることはなかった。
・補助動詞には「晴れてくる」のように「て」につくものと、「降りはじめる」のように動詞の連用形に直接つくものに分けられる。
・「て＋動詞」が補助動詞かどうかは、本来の動詞の意味を保っているかどうかによって判断する。

（十二）助詞
次の文中の＿＿に適切な言葉を書き入れなさい。
・助詞は活用のない付属語（辞）で、他の語について前後の関係を示したり、前の語に文法的意味を添えたりする。
・助詞は後続語のないものは終助詞と間投助詞に分類され、後続語のあるものは、格助詞、副助詞、係助詞、並立助詞、接続助詞などに分類される。
・日本語の助詞の接続順序は大体、準体助詞→並立助詞→格助詞→副助詞→係助詞→間投助詞の順になっている。（2002）

・副助詞は、いろいろの語にある意味を添え、その語を副詞のように働かせる助詞のことである。
・係助詞は、話し手・書き手が特定の事柄を他の事柄から区別して、強く取り立てる態度を反映するものである。
・副助詞は格助詞の前後に位置するが、係助詞は後ろにしか位置しない。また、副助詞と係助詞が重ねて用いられる場合、副助詞が前、係助詞が後ろに位置する。
・準体助詞とは橋本文法における助詞の一種で、他の語の後についてある意味を加え、全体として体言と同じ機能を持ったものを持ったものを作る助詞である。形式体言や格助詞、副助詞の一部がこれに含まれる。
・間投助詞とは文中の切れ目や文末に付く助詞で、相手に対するはたらきかけを表す助詞である。
過去問から
品詞分類について説明しなさい。（2002）略
ムードについて説明しなさい。（2002　2004）略
ヴォイスについて説明しなさい。（2003）略
アスペクトについて説明しなさい。（2003）略
副詞について説明しなさい。(2001)　略
副詞は通常三種類に分類されるがどんな種類か。(2001)　（状態、程度、陳述）
助動詞の主な働きを説明せよ。(2001)　略
助動詞の中には、表現主体の主体的な態度を表す働きもある。例を挙げて説明しなさい。（2002）p263（食べよう）
助動詞「れる・られる」はどんな用法があるか。それぞれの例文を挙げてください。（2004）尊敬・受身・可能
補助動詞について説明しなさい。（2002　2003）略
補助動詞の主な文法的な機能は何か。(2001)　アスペクト p266
副助詞と係助詞の間にどんな相違点があるか。説明しなさい。（2002）略
次の動詞の持続相、結果相、終結相を記入しなさい。（2001）

そだつ　そだっている　―　　そだってしまう
みる　みている　みてある　みてしまう
かかる　―　―　かかってしまう
かく　かいている　かいてある　かいてしまう
あそぶ　あそんでいる　―　あそんでしまう
たおれる　―　―　たおれてしまう
次の動詞のアスペクト形式を記入しなさい。（2002）

単純相　持続相　結果相　終結相

食べる　食べている　食べてある　食べてしまう
作る　作っている　作ってある　作ってしまう
育つ　育っている　―　育ってしまう　　
書く　書いている　書いてある　書いてしまう
掛ける　掛けている　掛けてある　掛けてしまう
完成する　―　―　完成してしまう
次の1から10までの文の傍線部が補助動詞だと思われるものに○を記入し、そうでないものに×を記入しなさい。（2004）

1． 明るくなってきた。　○
2． ケーキを全部食べてしまった。○
3． 映画を見て帰る。×
4． 暗いから明かりをつけてみる。×
5． 読んでみなさい。○
6． 彼は電車に乗ってきました。×
7． 太郎は花子にハンカチを買ってやった。○
8． 太郎は花子に手紙を書いている。○
9． お父さんがぼくに万年筆を買ってくれた。○
10． ぼくはお父さんに万年筆を買ってもらった。○
次の文の下線部の語の品詞名を書きなさい。（2001）（名詞を普通名詞や形式名詞などに分ける？）
1、 ちょっと見たところ、とてもよさそうに思えた。（「～たとき」と同じ意味）形式名詞
2、 便利なところに住んでいる。普通名詞
3、 しょうゆを買ってきてくれない。助動詞
4、 これは桜の花ではない。（補助的作用）補助形容詞
5、 彼は電車に乗ってきた。（本来の意味が消えている？）動詞
6、 今まで述べてきたことは今後の方針を示すものです。補助動詞
7、 あの映画はそう面白くない。（「そんなに」と同じ）程度副詞
8、 そう、そんなことだったのか。（独立語になっている）感動詞
9、 このノートはいくらですか。普通名詞
10、 いくら待っても来ない。（「どんなに」と同じ）　程度副詞
次の文の傍線部の語の品詞名を書きなさい。（2002）

1． 私もあるいは行くかもしれません。　（「もしかすると」と置き換え可能）陳述副詞
2． 便利なところに住みたい。（前が連体形）普通名詞
3． お父さんは酒も飲まないし、タバコも吸わない。助動詞
4． そのことなら、彼女に言っておきました。　補助動詞
5． はい、分かりました。（独立語になっている）感動詞
6． いくらの靴を買いますか。（後ろに「の」がある！）普通名詞
7． いくらがんばっても追いつかない。（「どんなに」と同じ）程度副詞
8． そう慌てることはないさ。（「そんなに」と同じ）程度副詞
9． 試験が難しそうです。助動詞
10． 花子が太郎になぐられた。助動詞
次の傍線部の単語の品詞を説明してください。（2003）
1． 雨が降りそうで出かけなかった。　助動詞「そうだ」の連用形
2． 鯨は魚でない。助動詞「だ」連用形
3． この辺りは静かで買い物も便利である。形容動詞「静かだ」連用形
4． それはどこでお買いになりましたか。動作の場所を表す格助詞
次の各文の＿＿を引いた部分の品詞を説明してください。（2004）

1． カーテンのある家です。動詞
2． ある日本人が昨日自殺した。（体言を修飾）連体詞
3． ドアが開けてある。補助動詞
4． もっと色の良いのがほしい。（前の成分と結合して体言を形成する）準体助詞
5． 蛙が古池に飛び込んだのを見た。（これも体言を形成している）準体助詞
6． それは私の本です。所有の格助詞
7． もっと値段の安いかばんをください。主格の格助詞
8． スーパーに行くの。（文末に付いて断定の語気を表す）終助詞
9． それはいいですね。終助詞
10． 彼女はね、フランスへね、絵の勉強に行っているんです。間投助詞
